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紹
　
介

岡
崎
友
子
著

『
日
本
語
指
示
詞

の
歴
史
的
研
究
』

藤
　
本
　
真
　
理
　
子

本
書
は
、
岡
崎
氏
の
博
士
論
文

『古
代
指
示
副
詞
の
研
究
』
（平
成

一
五

年
度
）
お
よ
び
そ
の
後
、
執
筆
さ
れ
た
論
文
数
本
を
著
書
に
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。

先
の
博
士
論
文
の
題
目
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
著
者
の
関
心
は
指
示
詞

の
中
で
も
特
に

「
コ
ウ

。
ソ
ウ

。
ア
ア
」
な
ど
の
指
示
副
詞
か
ら
始
ま

っ
て

い
る
。
古
く
は

「
カ
ク

・
サ
」
と
い
う
二
系
列
か
ら
成
る
指
示
副
詞
は
、
指

示
代
名
詞
に
比
べ
て
歴
史
的
に
大
き
く
変
化
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

指
示
詞
研
究
に
お
い
て
周
辺
的
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う

な
指
示
副
詞

の
歴
史
的
変
遷
を
中
心

に
据
え
た
本
書

の
構
成
は
、
【
序
章

「
は
じ
め
に
」
、
第

一
章

「指
示
副
詞
研
究
の
導
入
」
、
第
二
章

「
現
代
語
の

指
示
副
詞
―
指
示
用
法
と
副
詞
的
用
法
」
、
第
二
章

「
語
彙
か
ら
見
た
指
示

副
詞
の
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て
」
、
第
四
章

「
指
示
用
法
か
ら
見
た
指
示
副

詞
の
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て
」
、
第
五
章

「
副
詞
的
な
機
能
か
ら
見
た
指
示

副
詞
の
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て
」
、
第
六
章

「
程
度

・
量
の
大
き
さ
を
表
す

指
示
副
詞
に
つ
い
て
」
、
第
七
章

「
ソ
系

（列
）
・
サ
系
列
の
感
動
詞

・
曖
昧

指
示
表
現

・
否
定
対
極
表
現
に
つ
い
て
」
、
第
八
章

「
「
コ
ソ
ア
で
指
示
す

る
」
と
い
う
こ
と
」
、
第
九
章

「
今
後

の
指
示
詞
研
究

に

つ
い
て
」
、
結
語

「
指
示
副
詞
の
歴
史
的
研
究
に
あ
た

っ
て
Ｌ

で
あ
る
。

本
書
の
基
本
的
な
用
語
に
つ
い
て
は
、
第

一
章
で
指
示
用
法

（指
示
詞
の

指
示
対
象
に
よ
る
分
類
）
。
副
詞
的
用
法

（統
語
論
的
な
働
き
に
よ
る
分
類
、

お
よ
び
表
す
意
味
に
よ
る
分
類
）
の
そ
れ
ぞ
れ
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。　
一
部

用
法
は
第
八
章
に
も
詳
し
い
。

さ
て
著
者
は
、
指
示
副
詞
研
究
の
遅
れ
の
原
因
を
、
「
何
か
を
指
示
す
る
」

ダ
イ
ク
シ
ス
で
あ
り
、
か

つ

「
用
言
に
係
る
」
副
詞
で
あ
る
と
い
う
指
示
副

詞
の
も

つ
二
重
性
に
あ
る
と
分
析
し
て
お
り
、
第
二
章
か
ら
第
六
章
ま
で
は
、

そ
の
二
つ
の
問
題
点
に
答
え
る
形
で
、
各
時
代
の
資
料
に
見
ら
れ
る
指
示
副

詞
の
具
体
的
な
形
式
を
考
察
し
、
指
示
体
系
の
転
換
期
が
中
世
後
期
で
あ
る

こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
従
来
の
近
称

・
中
称

・
遠
称
と
い
う
分
類
だ
け
で
は

整
理
し
き
れ
な
か

っ
た
古
代
語
の
指
示
詞
に
対
し
て
、
直
示

・
照
応

・
観
念

用
法
と
い
う
指
示
用
法
か
ら
の
考
察
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、
指
示
副
詞

を
含
め
た
指
示
体
系
全
体
の
指
示
用
法
の
歴
史
的
変
化
を
明
ら
か
に
し
て
い

る

（第
四
章
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
上
代

。
中
古
か
ら
指
示
副
詞

の
カ
ク
系

列

・
サ
系
列
が
指
示
代
名
詞
の
コ
系

・
ソ
系
と
関
わ
り
な
が
ら
、
現
代
語
の

コ
・
ソ

・
ア
の
体
系

へ
と
移
行
し
て
き
た
様
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
章
か
ら
第
九
章
に
か
け
て
は
、
指
示
詞
全
体
を
捉
え
る
視
点
か
ら
、

ダ
イ
ク
シ
ス
の
定
義

（第
八
章
）
や

「
サ
テ
」
と
い
う
接
続
詞
の
接
続
詞
的

用
法
と
副
詞
的
用
法

（第
九
章
）
な
ど
に
も
話
が
広
が
る
。
中
で
も
、
語
や

用
法
の
周
辺
と
中
心
と
の
連
続
性
に
目
を
く
ば
り
、
個
々
の
形
式
を
追
い
な

が
ら
も
体
系
を
捉
え
る
こ
と
を
め
ざ
す
本
書
の
姿
勢
が
最
も
明
確
に
伝
わ
る

の
が
、
「
そ
れ
ほ
ど
～
な
い
」
や

「
し
か
る
べ
き
」
な
ど
の
用
法
を
も

つ
指

示
詞
ソ
を
中
心
に
扱

っ
た
第
七
章
で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、
例
外
的
な
用
法

と
考
え
ら
れ
て
き
た
指
示
詞
ソ
の
感
動
詞
的
用
法
、
曖
昧
指
示
表
現

・
否
定



対
極
表
現
な
ど
が
な
ぜ
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
歴
史
的
な
考
察
を
通
じ
、
そ

の
本
質
的
な
姿
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
後
半
部
で
は
、
古
代
語
研

究
の
立
場
か
ら
の
現
代
語
研
究

へ
の
提
言
、
指
示
詞
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
語

学
、
言
語
学
の
抱
え
る
今
後
の
課
題
な
ど
も
述
べ
ら
れ
る
。

指
示
副
詞
に
端
を
発
し
た
氏
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
方
向
性
を

見
せ
て
お
り
、
歴
史
的
な
分
析
を
簡
易
明
瞭
な
こ
と
ば
で
綴
る
内
容
か
ら
、

今
後
ま
す
ま
す
様
々
な
研
究
者
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
成
果
を
後
押
し
す
る
形
で
、
本
書
は
先
日
、
金
田

一
京
助
博
士

記
念
賞
を
受
賞
し
た
。

（
ひ
つ
じ
書
一房
、
二
〇

一
〇
年
二
月
、
三
二

一
頁
、
六
，
六
〇
〇
円
）

（ふ
じ
も
と

。
ま
り
こ
　
本
学
特
任
研
究
員
）


